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　今回補正額 千円

（財源内訳） 国・県支出金 △ 156,581 千円

地方債 △ 9,800 千円

その他 25,205 千円

一般財源 △ 92,580 千円

　補正後の額 千円
（参考）

12,226,922 千円

（前年度比 359,052 千円の増）

補正計上された主な事業等

　●光徳多目的研修施設解体事業　25,652千円（要求課　財務課）

　●旧押平児童館解体事業　19,415千円（要求課　総合福祉課）

　●児童手当事業　6,941千円（要求課　住民課）

　●単独農業施設災害復旧事業　3,000千円（要求課　農林水産課）

令和７年第２回定例会

令和６年度大山町一般会計補正予算（第１１号）

　財務課

議案番号

△ 233,756

令和６年度大山町一般会計補正予算（第１１号）の概要について

議案説明資料

12,585,974

昨年度３月末現在予算額

　令和６年１１月の豪雨による被害報告が新たに３件発覚したため、水路復旧工事に係る費用を
増額補正する。

　合併特例債を財源として活用し、老朽化が進んでいる旧押平児童館の解体撤去に係る費用を
計上する。昭和53年（1978年）建築　建築面積：208.0㎡
　・アスベスト含有調査業務委託料：385千円
　・産業廃棄物処分委託料：1,210千円
　・旧押平児童館解体工事：17,820千円

　災害時における避難所の生活環境を改善するため、折り畳み式簡易ベッド等の備品購入費用
を計上する。（財源は国費1/2、補助裏財源として一般補助施設整備等事業債もしくは特別交付
税措置有）

　合併特例債を財源として活用し、老朽化が進んでいる光徳多目的研修施設の解体撤去に係る
費用を計上する。平成5年（1993年）建築　建築面積：240.15㎡
　・光徳多目的研修施設解体工事：25,652千円

　令和６年度の児童手当制度改正により、新たに対象になるもの、額の改定があったものへの扶
助費不足分を増額する。

　●新しい地方経済・生活環境創生交付金事業（地域防災緊急整備型）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　8,303千円（要求課　総務課）


